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普段から自治会を通した交流があれば避難や支援などの情報を共有しやすくなります。 

このことから、自主防災組織の有機的な定着化を図ってまいります。 

 

③ 今年はダストボックスの点検、ペンキ塗りも必要と思われます。 

自治会非会員の方はかかる費用等の負担もしていただいておりませんので「受益者負担として」

ご負担を頂くようお願いして見たいと考えております。 

 

④ 道路美化ボランティア活動の協力と行政にも働き掛けを行い、作業の負担軽減に結び付けられ

るように取り組みをしてまいります。 

 

（３）広報活動の充実 

地域内の出来事や自治会の動きが、皆様に迅速、適確にわかり易く情報伝達出来るように広報誌

「武蔵台だより」と「武蔵台ニュース」の発行を行なうと同時に、ホームぺージの更新は適時に

行なうよう努めてまいります。 

 

（４）移送サービスの充実 

団地内の自由な移動手段として活用して頂いている「おりづる号」の利用者は、高齢者や軽度の 

要介護者など大変多くなってきました。 

今や、移送サービスは武蔵台にとっては無くてはならないものと実感しています。 

一方、支える側の「ドライバーさん」、コーディネーター業務等々、人手不足も喫緊の課題とな

っています。安心安全の送迎サービスの提供が出来るようボランティアへの感謝も念頭にサポー

ト体制構築に注力していきます。 

 

（５）関係団体との連携強化 

地域の活性化の実現と将来のあるべき姿を描きながら、関係団体と互いに持ち場の強みを生かし

ながら、住み良い街づくりに向け積極的に協働し取り組んでいきます。 

また地域の関連団体の活動を支援する為、その活動資金の一部を助成して参ります。 

 

（６）行政との連携強化 

自治会単独では解決できない諸課題も多く山積しております。 

行政との連携を密に信頼関係を築き上げ、諸問題の解決に向け取り組んでいきます。 

今年度も緊急性・拡大性のある問題点を精査し、区長要望として３件の課題を提出してまいりま

す。 

 

（７）会則・規則の一部見直し検討 

時代の変化と共に運用面において見直しの必要な部分や条文で不明瞭な個所もあることから、見

直し検討を行いたいと思います。 

 

  




